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メモ、注意、警告 

pj メモ：コンピュータを使いやすくするための重要な情報を説明しています。 

A 注意:手順にがわない場合、ハードウエア損傷やデータ損失の可能性があることを 
示しています。 

A 警告:物的損害、けが、または死 t の原因となる可能性があることを示していま 
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コンピューター内部の作業 


コンピューター内部の作業を始める前に 


コンピューターの損傷を防ぎ、ユーザー個人のを全を守るため、な下の 
安全に関するガイドラインに従ってください。特記がない限り、本ドキ 
ュメントに記載されるを手順は、な下の条件を満たしていることを前提 
とします。 


コンピ; 


-ターに同捆の「安全に関する情幸 R 」 を読んでいること。 


晶韶5#な野 I す f 靡嘴 ^ n ^ 


A 誉告：コンピューター内部の作業を始める前に、コンピューターに付属の 
「ま全に関する情報」に目を通してください。安全に関するベストプラクテ 
ィスについては、規制コンプライアンスに関するホームページ 

( www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参照してく ださい。 

八 注意:修巧作業の多くは、認定されたサービス技術をのみが行うことができ 
ます。製品マニュアルで許可されている範困に限り、またはオンラインサ 
ービスもしくはテレホンサービスとサ ポー ト チームの 指示によってのみ、 
トラブルシューティングと簡単な修理を行うようにしてください。デルで 
認められていない修巧による損傷は、保証の巧象となりません。製品に付 
属のマニュアルに記載されている安全上の注意をよく読んで、その指示に 
従ってください。 

八 注意:静電気放電を避けるため、静電気防止用リストバンドを使用したり、 
を巧的にコンピューターの裏面にあるコネクターなどの塗装されていない 
金属面に触れ、静電気を除去します。 

注患コンポーネントおよびカードは T 寧に取り扱ってください。コンポ 
ーネント、またはカードの接触面に触らないでください。カードは端、ま 
たは金属のマウンティングブラケットを持ってください。プロセッサーな 
どのコンポーネントはピンではなく、端を持ってください。 

^注意:ケーブルを外す場合は、ケーブルのコネクターかプルタブを持って引 
き、ケーブル自体を引っ張らないでください。コネクターにロッキングタ 
ブが付いているケーブルもあります。この場合、ケーブルを外す前にロッ 
キングタブを押さえてください。コネクターを引き抜く場合、コネクター 
ピンが曲がらないように、均一に力をかけてください。また、ケーブルを 
外す前に、両方のコネクターが同じ方向を向き、きちんと並んでいること 
を確認してください。 
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^ メモ： お{まいのコンピューターの色および一部のコンポーネントは、本文書 
で示されているものと異なる場合があります。 

コンピューターの損傷を防ぐため、コンピューター内部の作業を始める 

前に、次の手順を実行します。 

1. コン ピュー ターのカバーに 傷がつかないように、作業をが平らであ 
り、巧れていないことを確認します。 

2. コンピューターの電源を切ります（「コンピューターの電源を切る」 
を参照）。 

へ注意:ネッ ト ワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコン 
ピューターから外し、次にケーブルをネットワークデバイスから外します。 

3. コンピューターからすべてのネットワークケーブルを外します。 

4. コンピューター、 および取り付けられているすべ ての デバイスを コ 
ン七ン トから外します。 

已.システムのコンセントが外されている状態で、電源ボタンをしばら 
く押して、システム基板の静電気を除ちします。 

日.カバーを取り外します。 

へ、注患 コンピューターの 内部に触れる前に、 コンピューターの 裏面など塗装 
されていない金属面に触れ、静電気を除ちします。作業中は定巧的に塗装 
されていない金属面に触れ、内部 コンポーネントを 損傷する恐れのある静 
電気を放出してください。 

奨励するツール 

この文書で説明する操作には、な下のようなツールが必要です。 

• 細めのマイナスドライバー 

• プラスドライバー 

• 小型のプラスチックスクライブ 

• フラッシュ BIOS アップデートプログラムメディア 

コンピューターの電源を切る 

/\注意:データの損失を防ぐため、開いているすべてのファイルを保存して閑 
じ、実行中のすべてのプログラムを終了してから、 コンピューターの 電源 
を切ります。 

1. オペレーティングシステムをシャツトダウンします。 
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• Windows 7の場合： 


スタート o をクリックします。かに、シャットダウンをクリッ 
クします。 

• Windows Vista の蠕合： 

スタート©をクリックします。な下に示すようにスタートメニ 
ューの右下の矢目口をクリックし、シャツトダウンをクリックしま 
す。 



• Windows XP の場合： 

スタートー終了オプションー電源を切るの順にクリックしま 
す。オペレーティングシステムのシャツトダウンプロセスが完 
了したら、コンピューターの電源が切れます。 

2. コンピューターと取り付けられているデバイスすべての電源が切れ 
ていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダ 
ウンしてもコンピューターとデバイスの電源が自動的に切れない場 
合、電源ボタンを6秒間押したままにして電源を切ります。 

コンピューター内部の作業を終えた後に 

交換（取り付け）作業が完了したら、コンピューターの電源を入れる前 
に、外付けデバイス、カード、ケーブルなどを接続したか確認してくだ 
さい。 

1. コンピューターカバーを 取り付けます。 

注意:ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワーク 
デバイスに差し込み、次にコンピューターに差し込みます。 

2. 電話線、またはネットワークケーブルをコンピューターに接続しま 
す。 

3. コンピューター、および取り付けられているすべてのデバイスをコ 
ンセントに接続します。 

4. コンピューターの電源を入れます。 

已 . Dell Diagnostics を実行して、コンピューターが正しく動作することを 
確認します。 
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カバー 



カバーの 取り外し 


1. r コンピューター内部の作業を始める前に」 の手順に従います。 

2. コンピューターの側面にあるカバーリリースラッチを上に引きま 
す。 



3. カバーを化をのホ向に持ち上げ、コンピューターから取り外しま 
す。 



カバーの 取り付け 

1. コンピューターにカバーをセットします。 

2. カチッと昔がして所定の位置に収まるまで、カバーを押し下げます。 

3. \コンピューター内部の作業の後に] の手順に従います。 


11 



12 



前面べゼル 3 


前面べゼルの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に j の手順に従います。 

2. クバ’一を取り外します。 

3. 前面べゼルの側端にあるシャーシから、前面べゼルの固定クリップ 
をゆっくりと取り外します。 
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前面べゼルの取り付け 

1. シャーシ前面の スロッ トにある前面べゼルの下端にをってフックを 
差し込みます。 

2. べゼルをコンピューターに向かって回転させ、カチッと所定の位置 
に収まるまで、 4 つの前面べゼル固定クリップを固定させます。 

3. クノ、''一を取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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拡張カードタブ 
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お張力ードの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. 力ード固定ラッチのリリースタブを外向きに押します。 



4. カードのくぼみから固定タブが解除されるまで、 PCIexlB カードから 
ゆっくりリリ ース レバーを引っ張ります。次に力ードをコネクター 
から持ち上げて外し、システムから取り外します。 



已 . PCIe XI 拡張カードをコネクターから持ち上げて外し、システムから 
取り外します。 
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6. PCI 拡張 カー ドをコネクターから持ち上げて外しシステムから取り 
外します。 



7. PCIx 4 拡張 カー ドをコネクターから持ち上げて外し、システムから取 
り外します。 



16 


拡張カードの取り付け 

1. システム基板のコネクターに PCIex 4 カードを差し込み、所定の位置 
にセツトされるまで押さえます。 

2. システム基板のコネクターに PCIe 力ードを差し込み所定の位置に 
七ットされるまで押さえます。 

3. システム基板のコネクターに PCIe XI カードを差し込み、所定の位置 
にセツトされるまで押さえます。 

4. システム基板のコネクターに PCIexl 6 カードを差し込み、所定の位 
置にセットされるまで押さえます。 

已.力ード固定ラッチの固定タブを下向きに押さえます。 

6. カノ、''一を取り付けます。 

7. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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オプティカルドライブ 


オプテイカルドライブの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. カノ、'’一を取り外します。 

3. 前面べゼルを 取り外します。 

4. データケーブル ( 1 ) と電源ケーブル じ) をオプティカルドライブの背面 
から取り外します。 



5. オプティカルドライブのラッチを下向きにスライドさせ、コンピュ 
ーターの背面から前面に向かってオプティカルドライブを押し出し 
ます。 
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6. 2 番目のオプティカルドライブがある場合は、手順4と手順5を繰り 

返します。 

オプティカルドライブの取り付け 

1. オプティカルドライブのラッチを上向きにスライドさせ、コンピュ 
ーターの前面から背面に向かってオプティカルドライブを押し入れ 
ます。 

2. データケーブルと電源ケーブルをオプティカルドライブの背面に接 
続しま3。 

3. 前面べゼルを 取り付けます。 

4. クノ、''一を取り付けます。 

5. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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ハードドライブ 6 


ハードドライブの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. データケーブル川と電源ケーブル (2) をハードドライブの背面から取 
り外します。 



4. 両ホの青い固定ブラケットタブを内側に押し、ハードドライブブラ 
ケットを持ち上げてベイから取り出します。 



已.ハードドライブブラケットをせげ、ハードドライブをブラケットか 
ら取り外します。 
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6. 2 番目のハードドライブがある場合は、上記の手順を繰り返します。 

ハードドライブの取り付け 

1. ハードドライブブラケットをせげ、ハードドライブをブラケットに 
差し込みます。 

2. 両方の青い固定ブラケットタブを内側に押し、ハードドライブブラ 
ケットをスライドさせながらシャーシのベイに取り付けます。 

3. データケーブルと電源ケーブルをハードドライブの背面に接続しま 
す。 

4. カノ、'’一を取り付けます。 

已. \コンピューター内部の作業の後に] の手順に従います。 
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メモリ 
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メモリの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. メモリモジュールの両側にあるメモリ固定タブを押さえます。 



4. システム基板上のコネクターからメモリモジュールを引き上げま 
す。 
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メモリの取り付け 


1. システム 基板の コネクターにメモリモジュールを 差し込みます。 A 1 
> B 1〉 A 2〉 B 2 の順番に メモリを 取り付けます。 

2. リリースタブが跳ね返るまでメモリモジュールを押し下げ、所定の 
位置に固定します。 

3. カノ、''一を取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業の後に] の手順に従います。 
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シャーシイントルージヨンスイ 
ツチ 


イントルージヨンスイツチの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. イントルージョンケーブルをシステム基板から外します。 



4. イントルージヨンスイッチをシャーシの底に向かってスライドさ 
せ、シャーシから取り外します。 
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イントルージョンスイツチの取り付け 

1. イントルージョンスイッチをシャーシ後部に差し込み、シャーシ上 
部に向かってスライドさせて固をします。 

2. イントルージョンケーブルをシステム基板に接続します。 

3. クノ、''一を取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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スピーカー 
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内蔵 スピーカーの 取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. システム基板からスピ' —カーケーブルを外します。 



4. シャーシクリップから内蔵スピーカーケーブルを抜き取ります。 



已.スピーカー 固定タブを押し、 スピーカーを 上向きにスライドさせな 
がら取り外します。 
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内蔵 スピーカーの 取り付け 

1. スピーカー 固をタブを押し、 スピーカーを 下向きにスライドさせな 
がら取りがけます。 

2. シャーシクリップに内蔵スピーカーケーブルを取り付けます。 

3. スピーカーケーブルをシステム基板に接続します。 

4. クノ、''一を取り付けます。 

已. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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プロセッサー 
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ヒートシンクとプロ七ッサーの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. ヒートシンク/ファンアセンブリケーブルをシステム基板から取り 
外します。 



4. プラスドライバーを使ってヒートシンク/フアンアセンブリをシス 
テム基板に固定するの拘束ネジを緩めます。 



已.ヒートシンク/ファンアセンブリをゆっくり上向きに持ち上げ、シス 
テムから取り出します。ファンを下向きにし、ナーマルグリースの 
面を上向きにして、ア七ンブリを置きます。 
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6. リリースレバーを押したまま外側に動かし、固定フックから取り外 
します。 



7. プロセッサーカバーを持ち上げます。 



8. プロセッサーを持ち上げてソケットから取り外し、静電防止パッケ 
ージに 入れます。 
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ヒートシンクとプロセッサーの取り付け 

1. プロセッサーソケットにプロセッサーを挿入します。プロセッサー 
がしっかり固定されていることを確認します。 

2. プロセッサーカバーをゆっくりと 下げます。 

3. リリースレバーを押し下げ、その後内側に動かして固定フックに固 
定します。 

4. ヒートシンク/フアンアセンブリをシャーシに置きます。 

已.プラスドライバーを使って、ヒートシンク/フアンアセンブリをシス 
テム基板に固定している拘束ネジを締めます。 

6. ヒートシンク/フアンアセンブリケーブルをシステム基板に接続し 
ます。 

7. クノ、''一を取り付けます。 

8. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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コイン型電池 


11 


コイン型電池の取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. カノ、'’一を取り外します。 

3. バッテリーリリースラッチを慎重に押して電池をソケットからポ 
ップアップさせます。 



4. コイン型電池を持ち上げながら、コンピュ'—夕'—から取り出します。 
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コイン型電池の取り付け 

1. コイン型電池をシステム基板のスロットにセットします。 

2. リリースラッチのバネが戻り、コイン型電池が固定されるまで下に 
押します。 

3. クノ、''一を取り付けます。 

4. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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電源スイツチケーブル 


12 


電源スイツチケーブルの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. 前面べゼルを 取り外します。 

4. オプテイカルドライ ブを取り外します。 

5. 電源スイッチケーブルをシステム基板から外します。 



6. シャーシクリップから電源スイッチケーブルを抜き取ります。 



7. シャーシクリップから電源スイッチケーブルを抜き取ります。 
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8. ゆっくりと電源スイッチケーブルを外します。 



9. 電源スイッチケーブルをスライドしてコンピューターの前ホから取 
り外します。 
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電源スイツチケーブルの取り付け 

1. 電源スイッチケーブルをスライドさせながら、前面からコンピュー 
ターに入れます。 

2. 電源スイッチケーブルをシャーシに固定します。 

3. シャーシクリップに電源スイッチケーブルを取り付けます。 

4. 電源スイッチケーブルをシステム基板に接続します。 

已. オプティカル ドブ y フを取り付けます。 

6. 前面べゼルを 取り付けます。 

7. クノ、''一を取り付けます。 

8. \コンピューター内部の作業の後に] の手順に従います。 
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前面 サーマルセンサー 


13 


前面サーマルセンサーの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. カノ、'’一を取り外します。 

3. サーマルセンサーケーブルをシステム基板から取り外します。 



4. シャーシクリップからサーマルセンサーケーブルを抜き取ります。 



已.サーマルセンサーをシャーシの前面からゆっくりと引き出しなが 
ら、取り外します。 
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前面サーマル七ンサーの取り付け 

1. サーマル七ンサーを注意しながらシャーシ前面に七ットします。 

2. シャーシクリップにサーマル七ンサーケーブルを取り付けます。 

3. サーマルセンサーケーブルをシステム基板に接続します。 

4. クノ、''一を取り付けます。 

已. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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システムフアン 


14 


システムフアンの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. シャーシフアンケーブルをシステム基板から取り外します。 



4. システムフアンをコンピューターの背面に固定する4つのハトメか 
ら取り外します。 
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システムフアンの取り付け 

1. シャーシフアンをシャーシにセットします。 

2. 4つのハトメをシャーシに通し、ネジ溝に沿って外側にスライドさ 
せ、所定の位置に固定します。 

3. フアンケーブルをシステム基板に接続します。 

4. クノ、''一を取り付けます。 

5. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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入力/出カパネル 


15 


入力/出カパネルの取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. 前面べゼルを 取り外します。 

4. 入力/出カパネルとフライワイヤケーブルをシステム基板から取り 
外します。 



己.コン ピュー ターの クリップから I / O パネルとフライワイヤケーブル 
を抜き取ります。 



6. I / O パネルをコンピュータ ■ —に固をしているネジを外します。 
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7. I / O パネルをコンピューターの左に向かってスライドさせ、固定を解 
除します。 



8. コンピューターの前面からケーブルを抜き取り、 I / O パネルを取り外 
します。 
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入力/出カパネルの取り付け 


1. 入力/出力基板をシャーシ前面のスロットに挿入します。 

2. 入力/出力基板をコンピューターの右側にスライドしてシャーシに 
固定します。 

3. プラスドライバーを使って入力/出力基板をシャーシを固定してい 
る一軸ネジを締め付けます。 

4. 入力/出力基板/フライワイヤケーブルをシャーシクリップに取り付 
けます。 

已.入力/出力基板/フライワイヤケーブルをシステム基板に接続します。 

6. 前面べゼノレを 取り付けます。 

7. カノ、''一を取り付けます。 

8. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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電源ユニット 


16 


電源 ユニットの 取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. ハードドライブとオプティカルドライブに接続している電源ケーブ 
ルを取り外します。 



4. コンピューターのクリップから電源ケーブルを取り外します。 



已. 24ピン電源ケーブルをシステム基板から取り外します。 
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6. 4 ピン電源ケーブルをシステム基板から取り外します。 



7. 電源ュニットをコンピューターの背面に固をする4本のネジを外し 
ます。 



8. 電源ユニットのそばにある青いリリースタブを押し （1) 、電源ユニ 
ットをコンピューターの前面に向かってスライドさせます （2) 。 
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9. 電源ュニットを持ち上げながら、コンピューターから取り出します。 



電源ユニットの取り付け 

1. 電源ユニットをシャーシにセットして、システムの奥に向かってス 
ライドさせながら固定します。 

2. プラスドライバーを使用して、電源ユニットをコンピューターの背 
面に固定するネジを締めます。 

3. 4ピン電源ケーブルをシステム基板に接続します。 

4. 24ピン電源ケーブルをシステム基板に接続します。 

已.シャーシクリップに電源ケーブルを取り付けます。 

6. ハードドライブとオプティカルドライブに接続する電源ケーブルを 
取り付けます。 

7. クノ、''一を取り付けます。 

8. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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システム基板 


17 


システムを板の取り外し 

1. r コンピューター内部の作業を始める前に J の手順に従います。 

2. クバーを取り外します。 

3. 前面べゼノレを 取り外します。 

4. 拡張カー ドを取り外します。 

t ヒートシンクとプロセッサーを取り外します。 

6. システム基板に接続されているすべてのケーブルを外します。 



7. システム基板をコンピューターに固定しているネジを取り外しま 
す。 



8. システム基板をコンピューターの前面に向かってスライドさせま 
す。 
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9. システム基板を 45 度に傾け、持ち上げながらコンピューターから取 
り出します。 



システムを板の取り付け 

1. システム基板をシャーシの後部にあるポートコネクターに合わせ 
て、シャーシ内に置きます。 

2. システム基板をシャーシに固定するネジを締め付けます。 

3. ケーブルをシステム基板に接続します。 

4. ど一/'シンクとプロをッダーを取りがけます。 

已. 拡張カードを 取り付けます。 

6. 前面べゼルを 取り付けます。 

7. クノ、''一を取り付けます。 

8. \コンピューター内部の作業の後に\ の手順に従います。 
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七ットアップユーテイリテイ18 


七ットアップユーティリティ 

セットアップユーティリティはな下のオプシヨンを提供します： 

• < F 2> を押してセットアップユーティリティにアクセスする 

• < F 12> を押して1回限りの起動メニューを立ち上げる 

< F 2> を押してセットアップユーティリティを起動し、ユーザー定義設定 
を変更します。このキーでセットアップユーティリティを起動できない 
場合、キーボード LED が最初に点滅したタイミングで < F 2> を押します。 

起動メニュー 

このシステムは1回限りの起動メニューに対応します。セットアップユ 
ーティリティで定義した起動デバイス順序をスキップして、特定のデバ 
イス（たとえば、フロッピー、 CD - ROM 、 またはハードドライブ）から直 
接起動できるスピーディで便利なメカニズムを提供します。 

キーストローク_機能_ 

< Ctrl >< Alt >< F 8> 1回限りの起動および診断 ユー テイリテイ メニ 


< F 12> 1回限りの起動および彭断ユーティリティメニ 


起動メニュー拡張機能 

旧バージョンのプラットフォームで揉用された起動メニューの改良点 

• アクセスがを易一 < Ctrl >< Alt >< F 8> キーストロークも有効で、メニュー 
の呼び出しに使用できますが、システム起動中に < F 12> を押すだけで 
メニューにアクセスできるようになりました。 

. ユーザー プロンプト ー メニューへのアクセスが 簡単になった他、 ユ 
ーザーは BIOS スプラッシュ 画面で キース ト ローク を使用して操作す 
ることができるようになりました （な 下の図を参照）。 キーストロー 
クは ユーザーに 「非表示」ではなくなりました。 

• 診断 オプションー起動メニューには 、 IDE Drive Diagnostics (IDE ドラ 
イブ診断） （90/90 ハードドライブ診断）と Boot to the Utility Partition 
(ユー テイリテイ パー テイションへの起動）という2つの診断オプシ 
ヨンが用意されています。ューザーは、 < Ctrl >< Alt >< D > と 
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< Ctrl >< Alt >< F 10> というキーの組み合わせを覚える必要がなくなりま 
した（このキーストロークも有効です）。 

P メモ： BIOS は、システムセキュリティ/ポストホットキーサブメニュー下の 
キースト ロークの プロンプトをいずれか、または両ホを無効にするオプシ 
ョンを備えています。 


< F 12> または < Ctrl >< Alt >< F 8> キーストロークを正しく入力すると、システ 
ムのビープ音が鳴ります。キーシーケンスは、 Microso け 起動メニューに 
似た起動デバイスメニューを呼び出します。 



1回限りの起動メニューは現在の起動のみに影響するため、トラブルシ 
ューティングの後、技術担当者がいなくても、起動順序を元に戻すこと 
ができるというメリットがあります。 

キーシーケンスのタイミング 

セットアップで最初に初期化されるデバイスは、キーボードではありま 
せん。そのため、キーストロークを押すタイミングが早すぎると、キー 
ボードをロックしてしまいます。この場合、モニターにキーボードエラ 
一が表示され、 < Ctrl >< Alt >< Del > キーでシステムを再起動できなくなりま 
す。 

このトラブルを避けるため、キーボードが初期化されるまで、キースト 
ロークを押さないでください。このタイミングをチェックするには、2 
通りのホ法があります。 

• キーボ'—ドのライトが点滅する。 

• 起動中に [ F 2= Set 叩]プロンプトが画面右上に表示される。 

モニターがすでに立ち上がっている場合は、2番目のホ法が良いでしょ 
う。モニターがまだ立ち上がっていない場合は、ビデオ信号が表示され 
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るまでにチャンスを逃してしまうこともあります。その場合、ライトで 
チェックする1番目の方法でキーボードが初期化されたことを確認しま 
す。 

ビープ コー ドとテキスト エラー メ ッ セージ 

OptiPlexBIOS は ビープコー ドと英語の エラーメッ セージを表示する機能 
を備えています。 BIOS が起動に失敗したと判断すると、な下のようなエ 
ラーメッ セージを表示します。 

Previous attemcts at booting the system have failed at 

checkpoint _. For help resolving this problem, please 

note this checkpoint and contact Dell Technical Support . 、一 
のシステムの前回の起動時にチェックポイント で障害が発生しました。 

この問題を解決ずるには、このチェックポイントをメモしてデルテクニカルサポ 
ートにお問い合わせください） 

ブランクに SmartVu コードを入力します。特定のコードを調べるには、 
デルナリ ッジベースで SMVU コードというみーワー ドを検索します。 
これらのコードは、目安としてのみ機能します。コンポーネントを交換 
する前にトラブルシューティングを実行します。 

ナビ ダーシヨン 

システムのセッ トアップは、キーボードまたは マウスの いずれかでナビ 
ゲートできます。 

が《下の キース ト ロークを 使って、 BIOS 画面までナビゲートします。 

処置 キ'ーストロ'ーク 

フィールドを展開、および折りたたむ < Enter > キー、左右の矢巧キー、また 

は +/- キー 

すべてのフィールドを展開、および折<> 

りたたむ 

BIOS を終了する 


設定を変更する 

変更するフイールドを選択する 
変更を取り消す 
デフオルトをリセットする 


< Esc > ーセットアップ状態を維持す 
る、保存/終了、破棄/終了 

左右の矢印キ'一 

く Enter 〉 

< Esc > 

< Alt >< F > またはデフオルトをロー ドメ 
ニューホプシヨン 


55 




セツトアップユーテイリテイホプシヨン 


pi メモ：お使いのコンピューターおよび取りがけられているデバイスによつ 
ては、この項に一覧表示された項目と異なる場合があります。 

General (全般） 


System Information 

(システム情報） 


な下の情報が表示されます。 

• システム情報： BIOS バージョン、サービスタグ、ア 
七ットタグ、購入日、製造日、エクスプレスサービス 

• メモリ情報：インストール済みのメモリ、使用可能な 
メモリ、メモリスピード、メモリチャネルモード、メ 
モリテクノロジー、 DIMM 1サイズ 、 DIMM 2サイズ、 
DIMM 3サイズ、および DIMM 4サイズを表示します。 

• プロ七ッサー情報：プロ七ッサーのタイプ、コア数、 
プロセッサー ID 、 現在のクロックスピード、最小ク 
ロックスピード、最大クロックスピード、プロ七ッ 
サー L 2 キャッシュ、プロセッサーロキャッシュ 、 HT 
対■応、および64ビットテクノロジーを表示します。 

• PCI 情報： SL 0 T 1、 SL 0 T 2、 SL 0 T 3、 SL 0 T 4 をま示しま 

す。 

• デバイス情報： SATA -0、 SATA -1、 SATA -2、 SATA -3、 

および L 0 M MAC アドレスを表示します。 


Boot Sequence (起動このリスト内の指定されたデバイスからコンピュータが 
順序） 0 S を探す順序です。 

• USB Storage Device (USB ストレージデバイス） 

• CD / DVD / CD-RW Drive ( CD / DVD / CD-RW ドライブ） 

• Onboard N に（オンボード NIC ) 

• SATA 


Date/Time (日時） 現在の日時設定を表示します。システムの日付と時間設 

をを変更すると、すぐに適用されます。 


System Configuration (システム設定） 

Integrated NIC (統統合ネットワークカードを有効または無効にします。統合 
合 NIC ) N にを次のように設定します。 

• Disabled (無巧） 

• Enabled (有効（デフオルト）） 

• Enabled w/PXE (PXE で有効） 
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System Configuration (システム設定) 


System 

Management (シス 

テム管理） 

Serial Port (シリア 

ノレポ'—卜） 


SATA Operation 
( SATA 操作） 


Drives (ドライ 
ブ） 


メモ：お使いのコンピューターおよび取り付けられてい 
るデバイスによっては、この項に一覧表示された項目と 
異なる場合があります。 


• Disabled (無劾) 

• DASH / ASF 2.0 


シリアルポート設定を識別し、定義しまず。シリアルポー 
卜はが下のように設定できます。 

• Disabled (無劾） 

• C 0 M 1 

• COM2 

• COM 3 

• COM 4 

^ メモ：オペレーティングシステムは、設定が無劾の場合 
もリ ソースを 割り当てまず。 

内蔵ハードドライブコン トロー ラの動作 モー ドを次のいず 
れかに設定します。 


• RAID Autodetect ( RAID 自動検出 ） /AHCI =署名入りデバイ 
スの場合は RAID 、 それが外の場合は AHCI 

• RAID Autodetect ( RAID 自動検出 ） /AATA = 署名入りデバ 
イスの場合は RAID 、 それな外の場合は ATA 

• RAID ON (RAID オン） / ATA = 毎起動時 、 SATA は RAID 向 

けに設定されます。 

• Legacy (レガシー）=ハードドライブコントローラー 
は、レガシーモード 向けに設定されます。 

^ メモ：レ ガシーモー ドは、ドライブ コントローラーに 割 
り当てられた純正リソースをサポートしない古いホぺ 
レーテインダシステムとの互換性を提供します 。 RAID 
モー ドは、 ImageServer との互換性がありません。 
ImageServer を有劾にする場合は 、 RAID モー ドを無劾に 
してください。 

このフイ ー ル ドでは、ボード上のをドライブを有劾または 
無劾にします。 

• SATA -0 

• SATA -1 
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System Configuration (システム設定) 


Smart Reporting 

(スマ, —トレポ 
ート） 


USB Configuration 
( USB 構成） 


Miscellaneous 
Devices (各種デバ 

イス） 


Video (ビデオ） 

Primary Video (フ 

ライマリビデホ） 


• SATA -2 

• SATA -3 

このフイー ルドは、システム起動時に統合ドライブの ハー 
ドドライブ エラーを レポ ー トするか否かを コントロールし 
ます。 このテクノロジーは、 SMART (Self Monitoring Analysis 
and Reporting Technology ) 仕様の一部です。デフオルトで無 
劾に設定されています。 

このフイール ドは、統合 USB コントローラーを 設定します。 
USB コントローラーを « 下の よう に 設定できます： 

• Enable USB Controller (USB コントローラーを 有劾にす 
る） 

• Disable USB Mass Storage Dev (USB 大量ストレージデバ 

イスを無劾にする） 

• Disable USB Controller (USB コントローラーを 無劲にす 
る） 

このフイールドでは、な下のホンボードデバイスを有劾、 
または無劾にすることができます。 

• Enable front USB (前面 USB を有劾にする） 

• Enable Rear Quad USB (後部クアッド USB を有劾にす 

る） 

• Enable Rear Dual USB (後部デュアル USB を有効にする） 

• Enable PCI Slot (PCI スロットを有効にする） 


このフイールドは、システムでコントローラー2台が使用 
可能な場合、どちらのビデオコントローラーがプライマリ 
ビデオコントローラーになるかを決定します。ここでの選 
択項目は、ビデオコントローラーが2台の場合のみ、有劾 
です。 

. 自動（デフォルト）■アドインビデオコントローラーを 
使用します。 

• Onboard/PEG (ホンボード/ PEG ) -ダラ フィック カードが 
取り付けられている場合、統合ビデオ コントローラーを 
使用します 。 PCI Express Graphic ( PEG ) カードは、統合 
ビデオ コントローラーを 上書きし、無効にします。 
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Security (セキュリティ機能) 


Strong Password 

(強力なパスワー 

K) 


Password 

Configuration (パス 

ワードの設定） 


Password Changes 

レ^スワードの変 
要） 

Non-Admin Setup 
Changes (管理者の^ 
外の設定変更） 


TPM Security (TPM 

セキュリティ） 


このフイー/レドは、強力なパ スワ ードを強制実行します。 
この場合、パスワードは大文字1文字と小文字1文字を入 
れ、8文字が上に設定する必要があります。この機能を有 
劾にすると、自動的にデフォルトのパ スワ ードの長さが8 
文字が上に設定されます。 

Enforce strong password (強力なパスワードを強制する）- 
このオプシヨンはデフォルトで無劾に設定されています。 

このフイールドは、 Admin (管理者）および System (シス 
テム） パスワードの 最小、および最大文字数を コントロー 
ノレし ます。 このフィールドへの 変更は、セットアップ ユー 
ティリティを終了する前にボタンを適用するか、変更を保 
存しなければ、アクティブにはなりません。 

• Admin Password Min (管理者パスワードの最小數） 

• Admin Password Max (管理者パスワードの最大数） 

• System Password Min (システムパスワードの 最小数） 

• System Password Max (システムパスワードの最大数） 


Administrator パ スワ ードを持たないユーザーによる シス テ 
ムパ スワ ードの変更を許可するかどうかを指定します。 
この オプションはデフォルトで有勁に設定されています。 

管理者パスワードを設定している攝合、セットアップオプ 
ションへの変更を許可するかどうかを決定するオプション 
です。無劾に設定されている場合、セットアップオプショ 
ンは admin (管理者）パスワードによってロックされます。 
七ットアップをロック解除するまで、変更することはでき 
ません 。 admin (管理者）パスワードがない場合、または 
admin (管理者）パスワードを入力すると、セットアップは 
ロック解除されます。このオプションを有劾に設定してい 
れば、他のセットアップフィールドが admin (管理者）パ 
スワードによってロックされていても、デバイス設定を変 
更することができます。 

このオプシヨンは、システムの TPM (Trusted Platform 
Module ) を有劾にし、オペレーティングシステムで認識す 
るかどうかをコントロールします。 TPM セキュリティは 
が•下のように設定できます： 


• Deactivate (起動しない) 

• Disable (無劾） 

• Activate (起動） 
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Security (セキュリティ機能) 


Computrace 


Chassis Intrusion 

(シヤーシイント 
ルー ジョン） 


メモ: TPM セキュリティを 「Clear (クリア）」に設定す 
る場合、セットアップューティリティプロダラムは 
TPM に保管されている所有者情報をクリアします。所 
有者認証情報を紛失、または忘れた場合、この設定を使 
用して TPM をデフォルト状態に戻します。 

このフイー ルドでは 、 Absolute Software 社 製 Computrace 才 

プションサービスの BIOS モジュール イ ンタフェースをア 
クティべ ート またはディアクティべ ート します。アセット 
管理用に作られた Computrace ホプション サービスを 有劾、 
または無劾にします。 

Absolute Software 社の Computrace エージェントはアセット 
を 追跡し、 コンピューターを 紛失または盤難に遭った場合 
の リカバリサービスを 提供します 。 Computer エージェン 
卜は Absolute Software Monitoring Server とプログラムされ 
た間隔で通信し、追跡 サービスを 行います。 このサービス 
をアク ティべ ート した場合、 コンピューターと Absolute 
Software Monitoring Server 間の情報転送に同意したことに 
なります 。 Computrace サービス はオプシ ョンと して贈 入 
でき 、 Monitoring Server は BIOS のイ ンターフェースを 介し 
て エージェン トの 七キュリティモジュールを 有勁にしま 
す 。 Computrace および Absolute は 、 Absolute Software 
Corporation の登録商標です。 

• Deactivate (ディアクティべート）■このホプションはデ 
フォルトで無劾に設定されていまず。 

• Disable (無劾） 

• Activate (起動） 

このフイールドは、シャーシイントルージョ ン磯能を コン 
トロール します。 この ホプ ションは次の ように 設定で きま 
す。 

• Clear Intrusion Warning (イントルージョン警告を消去） 

—シャーシイントルージョンが検出されると、デフォ 
ルトで有劾に設定されまず。 

• Disable (無劾） 

• Enable (有劾） 

• On-Silent (オンサイレント）ーシャーシイントルージ 
ヨンが検出されると、デフォルトで有劾に設定されま 
す。 
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Security (セキュリティ機能) 


CPU XD Support プロセッサーの実行無効モードを有劾または無劾にしま 

(CPU XD サポー す。このオプションはデフォルトで有勁に設定されていま 

卜） す。 

このオプションで、起動時にホットキーを使用して [Option 
ROM Configuration ] 画面を表示させるかどうかを決定しま 
す。この設定により Intel RAID に TRL + I ) または Intel 
Management Engine BIOS Extension に TRL + P / F 12) へのアクセ 

スを防ぐことができます。 

• Enable (有効）ーユーザーはずットキーを使用して 

[日 ROM configuration ] 画面を表示できます。 

• One-Time Enable (1 回限り有効）ーユーザーは、次の起 
動時のみ、ホットキーを使用して [OROM confiauration ] 

画面を表示できます。次の起動な降は、設定は無劾に 
戻ります。 

• Disable (無効）ーユーザーはホットキーを使用して 

[OROM configuration ] 画面を表示できません。 

このオプションはデフォルトで有劾に設定されています。 

Admin Setup Admin (管理者）パスワードを設定した場合、ユーザーに 

Lockout (管理者七よる七ットアップユーティリティの起動を有劾、または無 
ットアップロック劾にします。このオプションはデフォルトでは設定されて 
アウト） いません。 


OROM Keyboard 
Access (OROM キ 

ーボードアクセ 

ス） 


Performance ( パフオーマンス） 


Multi Core Support このフイー ルドで、 プロセスのコア 数を1 個、 またはすベ 

(マルチコア サポて有劾にするかを指定できます。 アプリケーション によっ 
ート） ては、 コア 黨:が増えることによって パフォーマンスが 向上 

します。 この オプ シヨ ンは デフ オルトで有劾に設定されて 
います。 


Intel ⑥ SpeedStep ™ このオプションは、プロセッサーの Intel SpeedStep モード 

を有効、または無劾にします。このオプションが無劾の攝 
合、システムは最高パフホーマンスの状態に設定され 、 Intel 
SpeedStep アプレットやネイテイブホペレーテインダシス 
テムのドライノく' —によるプロセッサ ■ 一のパフオ'—マンス調 

整を制限します。有劾の場合は 、 Intel SpeedStep 対応 CPU 

はマルチパフォーマンス状態で動作します。このホプシヨ 
ンはデフオルトで有勁に設定されています。 
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Performance (パフホーマンス） 


C States Control (C 

ステータスコント 
ロール） 


Limit CP 川 D ( CP 川 D 

の制限） 


Hyper-Thread 
Control (ハイパー 

スレツドコントロ 
ール） 

Power Management 

AC Recovery (AC 回 

復） 


Auto On Time (自動 

起動時間） 


Deep Sleep Control 

(ディープスリー 

プ コントロール） 

Fan Control Override 

(フアンコントロ 
ーゾレホーゾくークイ 

K) 


このオプションは、追加プロセッサーのスリープステータ 
スを有劾、または無効にします。アイドル時の節電劾率を 
上げるため、ホペレーティンダ.システムがこの設定を使 
用する場合もあります。このオプションはデフォルトで有 
劾に設定されています。 

このフィールドは、プロセッサーの標準 CPUID 機能がサポ 
ートする最大値を制限するものです。サポートする最大 
CPUID 機能の最大値が3上の場合、一部のオペレーティ 
ングシステムではインストールを完了できません。このホ 
プションはデフォルトで無劾に設定されています。 

このホプショ ンは、 ハイパースレデイ ンダテク ノ ロジーを 
有劾、または無劾にします。無効の場合は、 コアに 対し有 
劾なスレッドは1 つ だけになります。 この オプシヨンはデ 
フォルトで有効に設定されています。 


(電力管理） 

電力損失の後、 AC 電源を回復した場合の システムの 対応 
を決定します。 AC 回複を次のように設定できます。 

• Power Off (電源ホフ）（デフオルト） 

• Power On (電源オン） 

• Last State (最後の状態） 

自動的にコンピューターを立ち上げる時間を設定します。 
標準的な12時間形式（時間/分/秋で時間を決定します。 
時間と AM / PM フイールドに数値を入力して、起動時間を 
変更します。 

^ メモ：この 機能は、電源タ ップのスイッチや サージ プロ 
テクタでコンピュータをシャットダウンした場合、ま 
たは Auto Power (自動電源オン）が無劾に設定されて 
いる場合は動作しません。 

Deep Sleep を有劾にする場合をコントロールします。 


システムフアンの スピードをコントロール します。この 
ホプションはデフォルトで無劾に設定されています。 

^ メモ:有劾にすると、ファンは最大速度で動作しまず。 
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Power Management (電力管巧） 

Wake on LAN (ウェ特殊な LAN 信号でトリガーされると、オフ状態からコンピ 
ークオン LAN ) ューターを起動させることができるオプションです。待 

機状態からのウェークアップはこの設定に影響を受けず、 
オペレーティングシステムで有効にされている必要があ 
ります。この機能は、コンピューターを AC 電源に接続し 
ている場合のみ、有効です。 

• Disabled (無効） - LAN またはワイヤレス LAN からウェ 
ークアップ信号を受信すると、特殊な LAN 信号による 
システムの起動が許可されなくなります。 

• LAN Onlv ( LAN のみ）■特殊な LAN 信号■による シス テ 
ムの起動を許可します。 

このオプションはデフォルトで無効に設定されています。 

POST Behavior (POST 動作） 

NumLock LED コンピューターが起動した後、 Numlock 機能を有効、また 

は無効にします。有効（デフォルト）の場合、キーの卜 
ップに表示されている数字および数学記号をアクティべ 
ートします。無効の場合、をキーの下部にあるカーソル 
コントロール機能をアクティべートします。 

Keyboard Errors (キコンピューターが起動した後のキーボードエラーレポー 
ーボードエラー） 卜を有効、または無効にします。 

POST Hotkeys ( POST このオプションでは、コンピューターの起動時に画面に 
ホットキ' — ) 表示されるファンクションキ ■ —を指をできます。 

Enable F 2 = Setup (デフォルトで有効） 

Enable F 口一 Boot menu (起動メニュー）（デフォルトで 
有飘 

Fast Boot (高速起 有効（デフォルト）に設をすると、一部の設定とテスト 

動） がスキップされるため、コンピュータが高速に起動しま 

す。 

Virtualization Support (仮想化サポート） 

Virtualization (仮お このオプションは、 Intel ® Virtualization Technology が提供 

化） するハードウェア追加機能を VMM (Virtual Machine 

Monitor ) で巧用できるかどうかを指をします 。 Enable 
Inte 岐 Virtualization Technology ( Inte 岐 Virtualization 
Technology を有効）-このオプションはデフオルトで有 
効に設定されています。 
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Virtualization Support (仮想化サポート） 


VT for Direct I/O 
(Direct 1/ 日用 VT ) 

Intel ® Virtualization Technology がダイレクト1/日用に提供 
するハードウエア追加機能を VMM (Virtual Machine 
Monitor ) で使用できるかどうかを指定します 。 Enable 
Intel ® Virtualization Technology for Direct I/O ( Intel ® 
Virtualization Technology for Direct I / O を有劾）-このオプシ 
ヨンはデフォルトで無劾に設定されています。 

Trusted Execution 

このフイールドは、 Intel © Trusted Execution Technology が 
提供するハードウエア追加機能を MVMM (Measured 
Virtual Machine ) で使用できるかどうかを指定します。こ 

の機能を使用するには 、 Direct I / O 用の TPM Virtualization 
Technology および Virtualization Technology を有効に設定 
してく ださい 。 Enable Inte 岐 Trusted Execution Technology 
( Intel ⑥ Trusted Execution Technology を有効化）-この才 

プシヨンは、デフォルトで無効に設定されています。 

Maintenance (メンテナンス） 

Service Tag (サービ 

スタダ） 

お{まいのコンピューターのサービスタグが表示されま 
す。 

Asset Tag (アセット 

タグ） 

ア七ツトタグが設定されていない場合、システムア七ツ 
トタグを作成します。このオプシヨンはデフオルトでは 
設定されていません。 

SERB Messages 
(SERR メ ッセー 
ジ） 

SERR メツセージのメカニズムをコントロールします。 

このオプシヨンはデフオルトで設定されていません。 

SERR メツセージのメカニズムを無効にするには、グラフ 
イツクスカードが必要です。 

System Logs (システムログ） 

BIOS Events (BIOS イ 

ベント） 

システムイベントログが表示され、ユーザーは次の操作 
を選択できます。 


• Clear Log (ログのクリア） 

DellDiag Events 
( DellDiag イベン 

卜） 

DellDiag イベントログが表示されます。 

Thermal Events (サー 

マルイベント） 

サーマルイベントログが表示され、ユーザーは次の操作 
を選択できます。 
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System Logs (システムログ) 


Power Events (電カイ 

ベント） 


BIOS Progress Events 
( BIOS 進披イベン 
卜） 


• Clear Log (ロ ダのクリア） 

電カイベントロダが表示され、ューザ’ 
択できます。 

• Clear Log (ロ ダのクリア） 

BIOS 進披イベントロダを表示します。 


は次の操作を選 
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トラブルシューティング 


19 


診断 LED 


^ メモ:診断 LED は POST プロセスにおける進巧状況のインジケーターです。 
POST ルーティンを停止させる問題については表示しません。 

診断 LED はシャーシの前面、電源ボタンの隣にあります。これらのライ 
卜は、 POST の間のみアクティブになり、表示されます。オペレーティン 
グシステムの口ードが始まると、オフになり、表示されなくなります。 
プレ POST および POST LED も備わり、システムの問題点を簡単かつ正確 
に指摘することができるようになりました。 

P メモ:電源ボタンが检色、またはオフの場合、彰断ライトが点滅し、青の場 
合は点滅しません。これには特別な意ホはありません。 


ライトパターン 

診断 LED 電源ボタン LED 


問題の内を卜だ％享 li テ 


の©©苗に1 


コンピューターの 

電源が切れている 
か、またはコンピ 
ュ ■ ー タ ' 一に電力が 
供給されていませ 
ん。 


電源ケーブル 
を コン ピュー 
ター背面の電 
源コネクター 
とコンセント 
にしっかりと 
取り付け直し 
ます。 

電源タップ、雷 
源延長ケーブ 
ル、およびその 
他の電輕保護 

それらを妹し 

てコンピュー 

ターの 電源が 
正常に入るこ 
とを確言をしま 
す。 

使用している 
電源タップが 
あれば、電源コ 
ンセントに接 
赞され、オンに 
をっているこ 
とを確言忍しま 
す。 
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©ミ)狐 □ 


システム 基板に障 
害が発生した可能 
性があります。 


©©©GC 


システム基板、電 
源 ユニッ トまたは 
周辺機器の障害が 
発生している可能 
性があります。 


コンピューターの 
コンセン トを取り 
外します。1分間、 
電流を流れるよう 
にします。 コンピ 
ューターを 有劾な 
電源 コン七ントに 
接続し、電源ボタ 
ンを押します。 

• コンピュータ 

一の電源を切 

り、コンセント 

は接続したま 
まにします。 
電源 ュニット 
の背面にある 
電源テストボ 
タンを長押し 
しまず W スイ 
ッチの鱗の 
LED が点灯し 
たら、システム 
基板に問題が 
発生している 
可能性があり 
ます。 

• スイッチの機 
にある LED 诉 
点灯しない場 
合，内蔵、およ 
び蛛付けの周 
辺《器をすべ 
て取り外し、電 


ライトパターン 


問題の内容 


インダの手順 


診断 LED 


電源ボタン LED 


ド電し/いまブネがいま 
ンの試むてしーパル基りてし 
夕別でパし認ケ面ブムかれ認 
スの品、コ能確靈刖ーテつさ確 
気ど製、機か。電とケスし続か〇 
電な化てがるす主ルルシに接るす 
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ライトパターン 


問題の内容 


インダの手順 


診断 LED 電源ボタン LED 


メモリモジュール 
が検出されました 
が、メモリ電源障 
害が発生していま 
ず。 




ッあ卜しまが r 、 題いあ 
二にス押し卜ら問てが 
ュ面テをにイたにし化。 
置背源ンまラし器生能す 
装の電夕ま.， bS 発可ま 
源卜るボたす点辺がるり 


しシみみ霄こたが題いぁ 

か又量接しをす灯、にし性。 
あ場ム州外ンまおは板生能す 
D いテ P り夕しで A 量発可ま 
y なスら取ボしれ場ムがるり 


を屬ぃぁ 

满鹽。 

れ夏ロト生能す 
そが場ッ発可ま 


メーけ、取個付ユ動ンがしりルる卜回}かいを 
っュ付合を一りピ起コー郵着一きの一つるなル 
上ジり場ル、 取ン 再。夕起章 ュで則 {ずけの一 
んモ取る一し度、コをす一に J ジ定扫、ル個付ーュ 
邮リをいュ外再、一まュ常らモ特で一1りラジ 
M モルてジりけけ夕しピ正たるをまユに取エモ 
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ライトパターン 

診断 LED 電源ボタン LED 


問題の内を卜だ夕舞 i テ 


すべて取り付 
け直します。 
メモリモジュ 
ールを1個だ 
け取り付けて 
いる場合、別 
の DIMM コ不 
クタ ーに 移動 

し、 コン ピュ'一 

ターを再起動 
します。 

同じ種類の正 
常に動作して 
いるメモリが 
あれば、そのメ 
モリを コン ピ 
ュー ターに取 
り付けます。 


©0 •但 


©©•個 




CPU または シス テ 
ム基板に障害が発 
生した可能性があ 
ります。 


BIOS が壊れてい 
るか、見つかりま 
せん。 


システム 基板に障 
害が発生した可能 
性があります。 


正常に動作するこ 
とを確詔、した CPU 
と交換します。そ 

れでも コン ピュー 

ターが 起動できな 
い場合は、 CPU ソ 
ケットに損傷がな 
いか確認してくだ 
さい。 

コンピューターの 
ハ'ードウエアは正 

常に動作していま 
すが、 BIOS が壌れ 
ているか、または 
存在しない可能性 
があります。 

PCI および PCI-E 

スロットから周辺 
機器カードを取り 
外し、コンピュー 
ターを再起動しま 
す。コンピュータ 
一が再起動した 
ら、障害のある力 
ードを特定できる 
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システム基板に障， 
害が発生した可能 
个生があります。 


電源コネクターが 
正しく取り付けら 
れていません。 


周辺機器カードま 
たはシステム基板 
に障害が発生して 
いる可能性があり 
ます。 


まで、周辺機器力 
ードを1枚ずつ追 
加していきます。 

電源ュニットの 
2 x 2 電源コネクタ 
一を取り付け直し 
ます。 

PCI および PCI-E 

スロットから周辺 
機器カードを取り 
外し、コンピュー 
ターを再起動しま 
す。コンピュータ 
一が再起動した 
ら、障害のある力 
ードを特定できる 
まで、周辺機器力 
ードを1枚ずつ追 
加していきます。 


コイン型電池に障 
害が発生している 
可能性がありま 
ず。 


コイン型電池を取 
り外して1分間待 
つて、取り付け直 


診断 LED 電源ボタン LED 




ライトパターン 


問題の内容 


ィンダの手順 


外 器り。^ 起 n 1 たが 疋周'ド追ま題ぃ巧生 口 〇 
び 機取ン 再。夕 し加特 で-つき問な 八 障す 
ょ辺て コ をす一貴をま力ずいもし、にま 
お周べ、一まユ起幹ドる器枚てで決は板り 
蔵けすし夕しピ再1^1し。量扳 
内付を 外 一動ンがら力で辺を加すそが場ムが 
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し、コンピュータ 

一を起動します。 

ディスプレイが接 
続されていて電源 
が入っているか確 
語します。 


プロセッサーを取 
り付け直します。 


診断 LED 


電源ボタン LED 




©©•の 

©©•旷 


コンピューターは 
通常のホンが態に 
なります。 コンピ 
ューターが 正常に 
オペ レー テインダ 
システムに起動し 
たら、診断ライト 
は 点灯しません。 

プロセッサーに障 
害が発生していま 
す。 


メモリモンュ '—- ノレ 

が検出されました 
が、メモリ障害が 
発生しています。 


ライトパターン 


問題の内容 


ィンダの手順 


:モ起ル脈；！ 

答をアいい 


ーナ 

がユ付合をた 
的ジり場ルいユ 

_ <一 -.义’）一 \ - 


啓 


祥スピ起コ ー S {音一きり 1} 、モすけ正てが" 

ソビ参\ 再〇夕起 章ユで刖 C つかいを付。のしリ、「_ 

、取 I ル、 コ をす一に疋、ルずるなルりす類作モ/、一ま 
心モ取る一し二}度 ホア、 一まユ常らモ特で一陋すの一取ま種動メば夕け 
趴リをいユ外マ照再トユ } 夕しピ正たるをまユー加ーユてしじにるれ一付 
M モルてジりス参けけ！一照一動ンがしあルるジに追ラジべ直同常いあュり 
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グラフィックスカ , 
ー ドに障害が発生 
した可能性があり 
ます。 


フロッピー ドライ 
ブまたはハードド 
ライブに障害が発 
生した可能性があ 
ります。 

USB に障害が発生 
した可能性があり 
ます。 

メモリモジュール 

が検出されませ 
ん。 


電源ケーブルとデ 
ータケーブルを取 
り付け直します。 


すべての USB デバ 
イスを取り付け直 
し、ケーブル接続 
を確認します。 

• 2個；1^>(上のメ 

モリモジュー 
ルを取り付け 
ている場合、モ 
ジュールを取 
り外し（サービ 

スマニュアル 

参照）、1個だ 
け再度取り付 

け、 コン ピュー 

ターを再起動 
します。コン 
ピューターが 
正常に起遭]し 
たら、阵吉のあ 

る モン ュー ノレ 

を特定できる 
まで、別のモジ 


診断 LED 電源ボタン LED 




©••cp 


©@0個 


の©③与广 


ライトパターン 


問題の内容 


ィンダの手順 


ィ外フーれを。ク取ますかラー合を夕け 
レがラカさとずッをし巧刀'ダカ場ドー付 
プーダス続こまィド直動がるクるーユり 
スタのク接るしフーけにといッあカピ取〇 
ィニけッにい認ラカ付。常こてィがのンにす 
デモがィドて確グスりす正るつフドそコーま 
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メモリモジュ 
ーノレ/メモリ 
コネクターの 
配置に赞別な 
要件がをいこ 
とを確言吾しま 
す。 

使用するメモ 
リがお使いの 
コンピュータ 

一で サポート 
されているこ 
とを確言忍しま 
す。 


診断 LED 


電源ボタン LED 




メモリモジュール 

は検出されました 
が、メモリの設定 
または互換性エラ 
一が発生していま 
す。 




拡張カードに障害 
が発生した可能性 
がありまず。 


ライトパターン 


問題の内容 


ィンダの手順 


薛 


回}、モすけ正てが" 

^つかいを付。のしリ 、 r 
自ずるなルりす類作モ_、一ま 
ル個すの一取ま種動メば夕け 
1 1 加ーュてしじにるれ一付 
ュに追フジべ直同常いあュり 


、 な 、 n 

クのをンー動}卜いをし、一けを、一まいド 
ッ外ド外ユ起照クてか。かは力付ドて夕して一 
ィな一^ピ再参リし，つす蟹是り一し一動け力 
フド カを ンををフ生どまが場し取力外ユ起付張 
ラー張 別コ ー^ン発かべ題い外をのりピ再。りお 
グカ拡 1 て 夕しコ がる調問なりド別取ンをす取る 
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診断 LED 


電源ボタン LED 




システム基板のリ 
ソ ■ ースおよびハ ■ — 
ドウエアのどらら 
かまたは両方の障 
害が発生した可能 
性があります。 


〇©③广 


他の障害が発生し 
ています。 


ライトパターン 


問題の内容 


ィンダの手順 


の繰。夕起なのい^トシダ 
こをす一にミ、倍つ^タルン 
にスまュ常ら最に-リブィ。 
て七しピ正たたド J フラテず 
ベロ返ンがしし r 、ントーま 
す。フりコ I 動外力てコをュし 


ア 


外器ん起 n 1たが疋周、ド追ま題ぃ巧けポ障す 
び 機取ン 再。夕し^特で-つき問な八にま 
よ辺て コ をす一 Sf 貴をま力ずいもし、；^コトり 
お周べ、一まュ起 早 ドる51^てでみは板板ンあ 
蔵けすし夕しピ再^、1^1し。4^口基^#^が 
内付を外一動ンがら力で辺を加すそが場ムムー害 


ィ外フーれを。 
レがラカさとす 
プーダス続こま 
スタのク接るし 
イニけッにい語 
デモ付イドて確 


イプラルス 
ラホド、、フシ 
ドびルー< 
ドよカケし 
一おィブ正 
ハブテイが 
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ビープコード 

ディスプレイがエラーや問題点を表示できなレ、場合、システムは起動中 
に各種ビープ音を発します。ビープコードと呼ばれるビープ音により、 
さまざまな問題を特定することができます。各ビープ音のディレイは 
300 ms であり、各ビープ音セツト同±のデイレイは3秒で、300 ms 続き 
ます。各ビープ音とビープ音のセツトが鳴った後、 BIOS が電源ボタンが 
押されたかどうかを検出します。 BIOS はループからジャンプして、通常 
のシャツダウンプロセスとシステムの電源お入を実行します。 

コード_原因_ 

1-1-2 マイクロプロセッサーレジスタ障害 


ライトパターン 


問題の内を 


イングの手順 


診断 LED 


電源ボタン LED 


接るし八イドいセにい正てかすけ一た力な 捏るッ テ使片取てスがかす 
にい認 {ラドどッ面て、がしぅま'、バピま イブつ いと一を コ にれぅま 
板て確スドーなメ画れはス能 どし、一；： ッブテイ'如て H、 ユイ、 一ら、' ハ し 
基れを。イーハブーが^イ機か認 '、ヴロイプラかみはプテて夕けデ動か認 
ムさとす、'ハピやイラジ示 場、、 ハにる確 方 フラホド；^試合ッリし一付る起切確 
テ続こまデッブラエー表るデ常いを W {ドはルどを場アイ用ュりいの適を 
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-コード_ 

1-1-3 

1-1-4 

1 - 2-1 

1 - 2-2 

1-2-3 

1-3-1 〜 2-4-4 
3-1-1 
3-1-2 
3-1-3 
3-1-4 
3-2-2 
3-2-4 
3-3-1 
3-3-2 
3-3-4 
3-4-1 
3-4-2 

3- 4-3 

4- 2-1 
4-2-2 
4-2-3 
4-2-4 
4-3-1 
4-3-3 
4-3-4 
4-4-1 
4-4-2 


原因_ 

NVRAM 

R 日 M BIOS チェックサム 障害 
プロダラム可能なインターバルタイマー 
DMA 初期化 障害 

DMA ページレジスタ読み書き障害 

DIMM が認識されていないか使用されていない 

スレーブ DMA レジスタ障害 

マスター DMA レジスタ障害 

マスター割り込みマスクレジスタ障害 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

割り込みベクタロード障害 

キーボードコントローラー テス ト 障害 

NVRAM 電力損失 

NVRAM 構成 

ビデホメモリテスト障害 
画面初期化障害 
再ト レース 障害 
ビデオ ROM の検索障害 
タイムチックなし 
シャットダウン障害 
ゲート A 2 日障害 

保護モードで予期せぬ干渉が発生 
アドレス OFFFFh が■上のメモリ障害 
タイマーチップカウンタ2の障害 
T 日 D クロックの停止 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 
シャドウメモリへのコード解凍不能 
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コード 原因 

4-4-3 数値演算コプロセッサテスト障害 

4-4-4 キャッシュテスト障害 


てフーメ、ソセーシ 


エラーメッセージ _説明_ 

Address mark not found (アドレスマーク BIOS は障害のあるディスクセクター 

が見つかりませんでした） を検出しました。または、特定のディ 

スクセクターを見つけられませんでし 
た。 

Alert ! Previous attempts at booting this コンピューターは、同 じ エラーにより 
system have failed at checkpoint [ nnnn ]. 3 回続けて、起動ルーティンを完了で 
For help in resolving this problem , please きませんで^した。デルにご連絡の上、 
note this checkpoint and contact Dell ^ ェツ ク ポイントコード ( nnnn ) をサ 
Technical Support (警告！このシステムポート担当者に報告してくたさい。 

の前回の起動時にチェックポイント 
[ nnnn ] で障害が発生しました。この問 
題を解決するには、このチェックポイ 
ントをメモしてデルテクニカルサポー 
卜にお問い合わせください） 

Alert ! Security override Jumper is MFG_M 日 DE ジャンパが七ットされて 

installed (警告！セキュリティホーバーおり 、 AMT Management 機能は取り外 

ライドジャンパが取り付けられていまされるまで、無劾に設定されます。 

す） 

Attachment failed to respond (デバイスの フロ ッピーまたはハードドライブ コン 
応答がありませんでした） トローラーはデータを関連づけられた 

ドライブに送信できませんでした。 

Bad command orfile name (コマンドま正しいコマンドを入力したか、スペー 
たはファイル名が不正です） スの位置は正しいか、パスぶは正しい 

かを確認します。 

Bad error-correction code ( ECC ) on disk フロ ッ ピー または ハード ドライブ コン 
read (ディスク読み取り時のエラー修トローラーは修復不能な読み取りエラ 
正 コード ( ECC ) が不正です） 一を 検出しました。 

Controller has failed (コン トローラに障ハードドライブまたは関連づけられた 
害が発生しました） コン トローラーが不良です。 

Data error (データエラー） フロッピーまたはハードドライブはデ 

ータを読み取れません。 Windows オペ 
レーティングシステムの攝合 、 chkdsk 
ユーティリティを実行して、フロッピ 
一またはハードドライブのファイル構 
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エラーメッセージ 


説明 


Decreasing available memory (空きクモ 

リの減少） 


Diskette drive 0 seek failure (デイスケッ 

ト ドライブ0 シーク 障害） 


Diskette read failure (デイスケット読み 
取り障害） 


Diskette subsystem reset failed [アイスケ 
ットサブシステムリセット障害） 

Drive not ready (ドライブの準備ができ 
ていません） 

Diskette write protected (アイスケット 
が書き込み保護されています） 

Gate A 20 failure (ゲート A 2 日障害） 


General failure (一般的な障害) 


Hard-disk drive configuration error (ハー 

ドディスクドライブの設定エラー） 

Hard-disk drive controllerfailure (ハード 

ディスクドライブの コントローラー 障 
害） 

Hard-disk drive failure (ハードディスク 
ドライブ障害） 


造をチてックし、適正な対応するュー 
ティリティを実行します。 

1つな上のメモリモジュールが故障し 
ているか、適切に取り付けられていま 
せん。メモリモジュ'—ルを取り付け直 
し、必要があれば、交換します。 

ケーブルが緩んでいるか、コンピュー 
夕一設定情報がハードウェア設定と一 
致していない可能性があります。 

フロッ ピーディスクが故障している 
か、ケーブルが緩んでいる可能性があ 
ります。ドライブアクセスライトがホ 
ンの場合は、別のディスクを試してみ 
てください。 

フロッピー ドライブ コントローラーが 

不良の可能性があります。 

ドライブにフロッピーディスクがあり 
ません。ドライブにフロッピーディス 
クを入れてください。 

フロッピーディスクは書き込み保護さ 
れていまず。書き込み保護の切り込み 
を關く位置にスライドさせます。 

1つな上のメモリモジュールがが障し 
ているか、適切に取り付けられていま 
せん。メモリモジュ'—ルを取り付け直 
し、必要があれば、交換します。 

ホペレーティンダシステムはコマンド 
を実行できません。通常、このメッセ 

ージには 、 Printer out of paper (プリン 
ターの用紙がありません） など特定の 
情報が続きます。適切な処置により 
問題を解決してください。 

ハードディスクドライブの初期化に失 
敗しました。 

ハードディスクドライブの初期化に失 
敗しました。 


ハードディスクドライブの初期化に失 
敗しました。 
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エラーメッセージ_ 説明 

Hard-disk drive read failure (ハードァイ 

スクドライブの読み取り障害） 


Invalid conTiguration information-please 
run SETUP program (設定情報が無劾で 

す-七 ッ ト アップ ユー テイ リテイ プロ 
ダラムを実行してください） 

Invalid Memory configuration, please 
populate DIMM1 (無劾なメモリ設定で 
す。 DIMM1 を取り付けてください） 

Keyboard failure (キーボード障害） 


Memory address line failure at address, 
read value expecting value (尸ドレス、 
読み取り値、期待値でメモリアドレス 
ライン障害） 

Memory allocation error (メモリ割り当 

てエラー） 


Memory data line failure at address, read 
value expecting value (尸ドレス、疏み 
取り値、期待値でメモリアドレスライ 
ン障害） 

Memory double word logic failure at 
address, read value expecting value (アド 

レス、読み取り値、期待値でメモリダ 
ブルワードロジック障害） 

Memory odd/even logic failure at address, 
read value expecting value ( 尸ドレス、 
読み取り値、期待値でメモリ奇数/偶 
数ロジック障害） 

Memory write/read failure at address, 
read value expecting value ( 户ドレス、 
読み取り値、期待値でメモリ読み書き 
障割 

Memory size in CMOS invalid (CMOS のメ 

モリサイズが無劾） 


ハードディスクドライブの初期化に失 
敗しました。 

コンピューターの設定情報がハードウ 
エア構成と一致しません。 


DIMM1 スロツ トがメモリモジュール 
を認識しません。モジュールを取り付 
け直すか、取り付けてください。 

ケーブルまたはコネクターが緩んでい 
るか、キーボードまたはキーボード/マ 
ウスコントローラーに障害が発生して 
いる可能性があります。 

メモリモジュールが故障しているか、 
適切に取り付けられていません。メモ 
リモジュ'—ルを取り付け直し、必要が 
あれば、交換します。 

実行しようとしているソフトウエア 
が、オペレーティングシステム、他の 
アプリケーションプロダラム、または 
ューテイリテイと括抗しています。 

メモリモジュールが故障しているか、 
適切に取り付けられていません。メモ 
リモジュールを取り付け直し、必要が 
あれば、交換します。 

メモリモジュールがが障しているか、 
適切に取り付けられていません。メモ 
リモジュ'—ルを取り付け直し、必要が 
あれば、交換します。 

メモリモジュールが故障しているか、 
適切に取り付けられていません。メモ 
リモジュールを取り付け直し、必要が 
あれば、交換しまず。 

メモリモジュールが故障しているか、 
適切に取り付けられていません。メモ 
リモジュールを取り付け直し、必要が 
あれば、交換します。 

コンピューターの設定情報に記録され 
ているメモリ量がコンピュ'— 巧 -—にイ 
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エラーメッセージ 


説明 


Memory tests terminated by keystroke げ 

ーストロークでメモリテス トが終了し 
ました） 

No boot device available (起動デバイス 
がありません） 

No boot sector on hard-disk drive (ハード 
ディスクドライブに起動セクタ ーが あ 
りません） 

No timer tick interrupt (タイマーチック 
割り込み信号がありません） 

Non-system disk or disk error (非システ 

ム ディスク エラー またはディスク エラ 
一） 


Not a boot diske 円 e (起動デイスケットで 

はありません） 


Plug and play configuration error ヴフク 

アンドプレイ設定エラー） 

Read fault (読み取り障害） 


Requested sector not found (要求された 
七クターが見つかりません） 


Reset failed (リセット障害) 


ンス トールされているメモリ量と一致 
しません。 

キース ト ロークに よりメモリテストが 
干渉されました。 


コンピューターがフロッピー ディスク 
または ハード ディスクを見つけられま 
せん。 

セットアップユーテイリテイのコンピ 

ューター設定情報に誤りがあります。 


システム基板のチップが誤動作してい 
る可能性があります。 

ドライブ A のフロッピーディスクに起 
動可能なオペレーティングシステムが 
インストールされていません。フロッ 
ピーディスクを起動可能なホペレーテ 
ィンダシステムがあるものに交換する 
か、ドライブ A からフロッピーディス 
クを取り出し、コンピューターを再起 
動します。 

起動可能なホペレーティンダシステム 
がイ ンス トールされていないフロッピ 
ーディスクから起動しようとしていま 
す。起動可能なフロッピーディスクを 
挿入してください。 

1枚が上のカードを構成する際、コン 
ピュー ターに 問題が発生しました。 

ホ ペレー テインダシステムが フロッピ 
ードライブまたはハードドライブから 
データを読み取れません。ディスク上 
の特定のセクターが見つからなかった 
か、要求されたセクターが不良です。 

ホ ペレー テインダシステムが フロッピ 
ードライブまたはハードドライブから 
データを読み取れません。ディスク上 
の特定の七クターが見つからなかった 
か、要求されたセクターが不良です。 

ディスクを再セツトできませんでし 
た。 
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エラーメッセージ 


説明 


Sector not found (七クターが見つかり 
ません） 


Seek error (シークエラー) 


Shutdown failure (シャットダウン障 
害） 

Time - of-day clock stopped (TOD クロック 
が停止しました） 

Time - of-day not set-please run the System 
Setup program ( TOD クロックが設定さ 
れていません-セットアップユーテイ 
リテイプログラムを実行してくださ 

し、） 

Timer cnip counter 2 failed (タイマーチ 
ップカウンタ2障害） 

Unexpected interrupt in protected mode 

(保護モードで予期せ淑干渉が発生） 

WARNING : Dell's disk monitoring system 
has detected that drive [0/1] on the 
[ primary / secondary ] eide controller is 
operating outside of normal specifications , 
it is advisable to immediately back up your 
data and replace your hard drive by calling 
your support desk or dell . (警告：[プライ 
マリ / セカンダリ ] EIDE コントローラ 
上のドライブ [0/1] が、通常の仕様外の 
環境で動作していることを、デルのデ 
イスクモニターシステムが検知しまし 
た。すぐにデータをバックアップし、 
サポートデスクまたはデルに問い合わ 
せてハードドライブを交換することを 
お勧めします。） 

Write fault (書き込み障害） 


オペ レー テインダシステムがフロッピ 
ードライブまたはハードデドライブ上 
のセクターを見つけることができませ 
ん。 

オペ レー テインダシステムがフロッピ 
ーディスクまたはハードドライブ上の 
特定のトラックを見つけることができ 
ません。 

システム基板のチップが誤動作してい 
る可能性があります。 

バッテリーが故障している可能性があ 
りまず。 

セットアップユーティリティで設定し 
た時刻または日付がコンピューターの 
時計と一致しません。 


システム基板上のチップが誤動作して 
いる可能性があります。 

キーボードコントローラーが誤動作し 
ているか、メモリモジュ'—ルの接続に 
問題がある可能性があります。 

初起動の際、ドライブがエラーが態を 
検出しました。コンピューターの起動 
が完了したら、データをバックアップ 
し、ハードドライブを交換してくださ 
い（インストールの手順については、 
お使いのコンピューターのレくーツの 

追加と削除」を参照）。交換用ドライ 
ブがすぐに入手できず、ドライブが起 
動可能ドライブではない場合、セット 
アップューティリティを起動し、ドラ 
イブ設定を None (なし）に変更してく 
ださい。コンピューターからドライブ 
が取り外され（削除）ます。 


オペレーティングシステムはフロッピ 
一またはハードドライブに書き込むこ 
とができません。 
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エラーメッセージ_説明_ 

Write fault on selected drive (選択したドオペレーテインダシステムはフロッピ 
ライブ上の書き込み障害） 一またはハードドライブに書き込むこ 

とができません。 

X :\ is not accessible . The device is not フロッピー ドライブはデ イス クを読み 
ready ( X :\ にアクセスできません。デバ取れません。ドライブに フロッピー デ 
イスは 準備できていません） イス クを挿入し、操作をやり直してく 

ださい。 
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仕様 


20 


技術仕様 

pi メモ:提供される内容は地域により異なる場合があります。コンピュータ 

一の構成の詳細については、 スタート A (Windows XP では [ スタート])、 
ヘルプとサポー トの順にクリックし、お使いの コンピューター に関する情 
報を表示するオプションを選択してください。 


プロセッサー 


プロセッサータイプ： 

キヤッシュ合計 

メモリ 

• Intel Core i 3 シリーズ 

• Intel Core ほシリーズ 

• Intel Core ロ シリーズ 

• Intel Xeon E 3-1 200シリーズ 

プロセッサーのタイプに応じて最大8 
MB キヤッシユ 

タイプ 

DDR 3 

速を 

1333 MHz 

コネクター 

DIMM スロット （4) 

容量 

1 GB 、 2 66、466ぉよび866 

最小メモリ 

1 GB 

最大搭載メモリ 

32 GB 

Video (ビデホ） 

内蔵： 

• Intel HD グラフィック2000/3000 
(Intel Core i 3 DC 目5 W および Intel 
Core 巧/口 QC vPRO 95 W クラス CPU - 

GPU コンボ搭載） 
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Video (ビデホ) 


外付け 

オーディオ 

PCI Expressx 1 目ダラフイツクアダプタ 

内蔵 

4チヤネルハイデフイニツシヨンオー 
ディォ 

ネットワーク 

内蔵 

10/100/10邮 Mb / 秒通信対応 Intel 

82579 LM Ethernet 

System Information (システム 情報） 

システムチップセット 

Intel C 206 シリーズ Express チツプセツ 

卜 

DMA チャネル 

個別プロダラム可能のチャネル付、 

82 C 37 DMA コントローラー （2) 

割り込みレベル 

24割り込み対応内蔵1/日 APIC 機能 

巨1日 S チップ ( NVRAM ) 

80 MB (10 MB ) 

拡張バス 

バスのタイプ 

PCI 2.3 、 PCI Express 2.日、 SATA 3.0 およ 
び 2.0, USB 2.0 

バススピード： 

PCI Express : 

• x 1 スロット巧方向スピード-50日 

MB / 秒 

• x 16 スロット双方向スピード-16 

GB / 秒 

SATA :1.5 Gbps 、3.0 Gbps 、 6 Gbps 

カード 

PCI 

フルハイトカード最大1枚 

PCI Express x 1 

フルハイトカード最大3枚 

PCI-Express x 16 

フルハイトカード最大2枚 
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カード 


ミニ PCI Express 

なし 

ドライブ 


外部アク七ス可能 记 25インチドライ 
ブベィ） 

(2) 

内部アクセス可能： 


3.5 インチ SATA ドライブベイ 

(2) 

2.5 インチ SATA ドライブベイ 

(2) 

外付け コネクター 


オーディオ： 


背面パネル 

ライン出力およびライン入力/マイク 
用コネクター （2) 

前面パネル 

マイクおよびへッドフホン用コネクタ 
一 （2) 

ネットワークアダプター 

RJ -45 コネクター （1) 

シリアル 

9ピンコネクター、1655 0 C 互换 （1) 

パラレル 

25ピンコネクター（ミニタワー用ホプ 
シヨン） (1) 

USB 2.0 


前面パネル 

(4) 

背面パネル 

(目） 

ビデホ 

15ピン VGA コネクター、20ピン 

DisplayPort コネクター 


P メモ:使用可能なビデオコネクター 
は選択したグラフィックスカード 
によって異なります。 

システム基板コネクター 


PCI 2.3 データ幅（最大）： 32ビット 

120ピンコネクター （1) 
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システムを板コネクター 


ミニタワー、デスクトッ 
プ 

PCI Expressx 1 データ幅（最大 ）： PCI 
Express レーン （1) 

PCI Expressx 1 6 (有線 x 4) データ幅（最 
大 ）： PCI Express レーン （4) 

PCI Expressx 16 データ幅（最大）：16 
PCI Express レーン 

ミニ PCI Express データ幢（最大 ）： PCI 
Express レーン （1) 、 USB インターフ 

ェース （1) 

シリアル ATA 
メモリ 

内蔵 USB 

システムフアン 
前面パネルコントロール 

熱センサー 
プロ七ッサー 
プロ七ッサーファン 
サービス モー ドジャンパ 
パスワードクリアジャンパ 
RTC リ七ットジャンパ 
内蔵スピーカー 
イントルーダーコネクター 
電源コネクター 

コントロールとライト 

コンピューターの前面 


36ピンコネクター （1) 

164ピンコネクターり） 

164ピンコネクター （1) 

なし 

7ピンコネクター (4) 

240ピン コネクター （4) 

10ピンコネクター （1) 

5ピンコネクター （1) 

34ピンコネクターおよび5ピンコネク 
ターり） 

2ピンコネクター （1) 

1155ピン コネクター (1) 

5ピンコネクター （1) 

2ピンコネクター （1) 

2ピンコネクター （1) 

2ピンコネクター （1) 

5ピンコネクター （1) 

3ピンコネクター （1) 

24ピンコネクターおよび4ピンコネク 
ターり） 
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コントロ ーノレとライト 


電源ボタンライト 青色のライトー青色のライト 

が点げしている場合は、電源が 
オンの状態であることを示しま 
す。青色のライトが点滅してい 
る場合はコンピューターがスリ 
ープが態であることを示しま 
す。 


接色のライトーコンピュータ 
一が起動していない状態で检色 
のライトが,だげする場合は、シ 
ステム基板または電源に問題が 
あることを示します。检色の点 
滅はシステム基板に問題がある 
ことを示します。 

ドライブアクティビティライト青色のライトー青色のライト 

が点滅している場合は、コンピ 
ュー ターがドライブからデータ 
を読み这み中、またはハードド 
ライブに書き込み中であること 
を示します。 

診断ライト コンピューターの前面パネルに 

は4つのライトが付いていま 
す。言を断ライトの詳細について 
は『サービスマニュアル』 

( support . dell . com / manuals ) を麥 

照してください。 

コンピュ ■ — 弓' —の背面： 

リンク保全ライト（内蔵ネット緑色ーネットワークとコンピ 
ワークアダプター上） ュー ターの 10 Mbps 接続が良好 

であることを示します。 

接色ーネットワークとコンピ 
ューターが100 Mbps の速度で正 
しく接続されていることを示し 
ます。 

黄色ーネットワークとコンピ 
ューターが1000 Mbps の速度で 
正しく接続されていることを示 
します。 
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コントロール とライト 


ホフ（消灯） ー コンピューター 
がネットワークへの物理的な接 
続を検出していません。 

内蔵ネットワークアダプターの黄色のライトー黄色の点滅は、 
ネットワークアクテイビテイラネットワークが動作しているこ 


イト 

とを示します。 

電源装置診断ライト 

緑色のライトー電源が入って 
おり、機能していることを示し 
ます。電源ケーブルは電源コネ 
クター（コンピューターの背 
面）とコンセントに接続してく 
ださい。 

Pj メモ：テストボタンを押す 

と、電源システムの状態をテ 
ストすることができます。 
システムの電源電圧が仕様 
範囲内の場合、七ルフテス 
卜 LED ライトが点灯しまず。 
LED ライトが点灯しない場 
合、電源が故障している可能 
‘ [■生があります。テスト中は 
AC 電源を接続してくださ 

い。 

電源 ワット数最大熱消費 

電圧 

265 W 1390 BTU / 時 

100 VAC 〜240 VAC 、 已0 Hz 〜即 Hz 、5.0 
A 


コイン型電池 3 VCR 2032 コイン型リチウム電池 

P メモ:熱消費は電源ユニットのワット数定格によって算出されています。 
電圧設定に関する重要な情報については、コンピューターに付属している 
ガイドの安全にお使いいただくための注意事項を参照してください。 


サイズと重量高さ 幅 

長さ 重量 

36.00 cm 17.50 cm 

41.70 cm 8.87 kg 
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環境 



温度範囲： 


動作時 

10〜 35 °C 


保管時 

-40 〜65で 

相対湿度（最大） 




動作時 

20〜如％ (結露しないこと） 


保管時 

已〜95 % (結露しないこと） 

最大耐久振動 


動作時 

0.2 目 GRMS 


保管時 

2.2 GRMS 

最大耐久衝撃 


動作時 

40 G 


保管時 

105 G 

高度： 


動作時 

140 G 


保管時 

163 G 


空気汚染物質レベル G 1、 または ANSI / ISA - S 71.04 -1985 が定め 

る規定値な内 
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デルへの お問い合わせ 21 


デルへの お問い合わせ 

P メモ: インターネット接続の環境にない場合は、納品書、出荷伝票、請求 
書、または Dell 製品カタログに記載されている連絡先をご利用ください。 

利用できる手段は国や製品により異なる場合があります。また地域によ 
つては一部のサービスが 受けられない場合もあります。 七ールス、 テク 
ニカルサポート、カスタマーサービスへの お問い合わせ： 

1. support . dell . com を参照してください。 

2. サポートカテゴリを選択してください。 

3. 米国在住な外のお客様の場合、ページ下部の国コードを選択してく 
ださい。すべてを選択すると、選択肢を表示できます。 

4. ニーズに 応じて、適切な サービス や サポート リンクを選択してくだ 
さい。 
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